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[あらまし] 我々はこれまで酸化ガスに加湿アルゴンプラズマを用いた独自の室温原子堆積

法によるシリカ、チタニア、アルミナ、ジルコニアの形成について報告を行ってきた。本研究

では上記の室温原子層堆積法を用いて SUS430 の板材にアルミナをコートした。この板材を塩

酸に浸漬し、腐食試験を行った結果、塩酸に 30分浸漬を行っても金属表面が浸食されることな

く保たれていることを確認した。 

[実験方法] 図 1に耐腐食コートに用いた室温原子層堆積装置を示す。原料ガスにトリメチル

アルミニウム(TMA)と酸化ガスに加湿アルゴンプラズマを用いた。加湿アルゴンはアルゴンを

バブリングすることで生成した。プラズマは 13.56MHzの高周波磁界を加湿アルゴンに印加す

ることで発生させた。プラズマ電力は 100Wとした。TMA の飽和のための照射量と酸化時間は

赤外吸収分光法によって算出し、照射量は 5.86×10-3Torr×40秒(2.34×105 L)、酸化時間は 120

秒とした。コートに用いた基材はサイズが 20×50×0.5mm3の SUS430を用いた。アルミナをコ

ート後に希釈を行わない 35%の塩酸に金属板を浸漬することで腐食試験を行った。 

  [実験結果] 塩酸腐食試験の結果を図 2に示す。右側の金属板はアルミナのコートを行ってい 

ないサンプルになり、塩酸に 3分浸漬することで腐食によって、表面が白くなっている。一方、 

左側のアルミナのコートを行った金属板は塩酸に 30分浸漬した後も表面が保たれている。この 

ことより、本研究のアルミナ膜でコートを行った SUS430金属板は塩酸に対して 30 分耐えうる 

ことが確認された。発表では、本研究のアルミナ膜が金属部材の耐腐食コートに適用可能か議 

論を行う。 
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Fig.1 Schematic of RT Al2O3 ALD system.                 Fig.2 Corrosion test of the Al2O3 coated 

SUS430 plate sample. 
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